
 

 

 
 

議題１：ここ数回のかぶ会議のテーマは「対話」です。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

議題 2：中央図書館内２F の「ふしぎ図書館」って知ってる？ 

  

 
 

・次回おおきなかぶ月例会議 11 月 20 日（水）10 時～12 時・館長室 

・次回「本ぴか隊」11/8(金)、「RBO 本の整頓日」10/17（木)午前 10~12 時 

連絡先：NPO たはら広場（TEL:080-6955‐2167）  ↑RBO 店に集合 

かぶ会議 10 月まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催：2０24(令和 6)年 10 月 16 日・水 10：00～12:00 

☆混沌を乗り切る図書館の力！の２０２４年★ 

 

議題 3：図書館からお知らせ 

渥美図書館 20 周年記念イベント 

 11/2、11/3 連続ストーリーテリグ！ 

  他にも盛りだくさん、来てね！ 

②中央図書館ではこんな企画も！ 

読書の秋はイベント盛りだくさんです。 

 

 

②今年も開催、プログラミング講座！ 

 基本も含め、ついにロボットが動くま

でになりますよ！ 

 

10 月のかぶ会議にはさまざまな意見で対話が溢れていた・・ 

つまり、対話する場所＝図書館 ってことの様です！ 

 

・対話」はどんな時でもコミュニケーションの原点（「熟議」から） 

・アンケートなどの意見も、ベースにあるのは対話なんだよね 

・ワークショップを行う市民プロジェクト、対話をつなげる原点には

ファシリテーターが在ると良い！養成講座開催は？ 

・テーマを決めて語り合う！例えばウチではそんな「デスカフェ（死

について語る会）」を、参加者 6名で継続中。大事な会です！ 

・対話は自然と深まっていくものーその経験が対話の原点となる 

・図書館はもともと会話が溢れた場所、つまり「本を読む＝自分との

対話」なんだよね〜 

・鹿児島でもワークショップを行う市民の為の講座、やってます、そ

して図書館も「認知症ブックカフェ」の提案、そう発信も大事〜 

・「哲学対話」って、例えば何も発言しなくたって OK！このルール

も理解の上、小中高生向けに絵本「おおきな木」を題材に開催！ 

  （11/30 の「哲学対話」ファシリテーターの岩内さん） 

・いつでも原点に戻りましょう、対話の場所ってとても大事！ 
 ＜10 月会議参加はリモート 6 名、リアル 5名で活発意見交換＞ 

← 

田原市中央図書は、

館内にもう一つ図書館

（コーナー？）があるふ

しぎな図書館です。 

そのふしぎ図書館が

できたのは、田原市とゆ

かりの泉名月（いづみな

つき・泉鏡花の姪、鏡

花作品の研究者）の存

在です。 

今年は、その泉鏡花

（民俗学者/幻想文学

作家）の代表作「高野

聖」を、1988 年から地

元で活動する劇団タハ

ラジャが上演します 

 

tel:080-6955‐2167

